
 

 

 

 

 

 

東久留米の近代史シリーズ５ 

武蔵野鉄道東久留米駅（２） 
 

武蔵野鉄道の開通 

現在の西武鉄道池袋線の東久留米駅は、武蔵野鉄道の開業時に設置された 12 駅のなかのひと

つで、当初から九州の久留米駅との混同をさけるため東久留米駅と名づけられました。駅の誕生

にいたるまでには多くの困難がありましたが、鉄道の開業と駅の開設は、その後の久留米村の生

活や文化に大きな影響を及ぼし、村は次第に変化を遂げていきます。その意味から、武蔵野鉄道

の開業と東久留米駅の誕生は、東久留米の歴史の大きな転換点となりました。 
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武蔵野台地と武蔵野鉄道開業時の 12 駅 
武蔵野鉄道の路線は武蔵野台地を横断するように敷設されました。開業当初は、小手指駅（現西所沢駅）・元

狭山駅（現狭山ヶ丘駅）・豊岡町駅（現入間駅）という駅名でした。地図は国土地理院デジタル標高地形図傾

斜量図・文字追加・作図上は各駅間を実線で結んでいます。(筆者作成) 
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当時の地域開発は鉄道の発達に負うところが大きく、明治 30 年代には私鉄建設が盛んになり、

多摩地域でもいくつかの鉄道が敷設されました。武蔵野鉄道も所沢町・飯能町・石神井村・清瀬

村・保谷村などの有力者達が鉄道建設運動を進め、飯能出身の鉄道資本家平沼専蔵らによって

1912 年（明治 45 年）5 月 7 日に設立されました。当初は、北豊島郡巣鴨村官線停車場を起点と

して入間郡飯能町に至る路線が計画されていましたが、予定していた巣鴨周辺の用地取得が難航

したために起点を池袋に変更して、1913 年（大正 2年）10 月から池袋～飯能間の工事に着手し

ました。約 2ヵ年を費やして 27 哩（マイル）39 鎖（チェーン）［44.2 ㎞＝当時］の敷設工事が

完了し、1915 年（大正 4 年）4月 15 日に営業を開始したのです。 開業当時の駅（停車場）は、

池袋＝東長崎＝練馬＝石神井＝保谷＝東久留米＝所沢＝小手指（現西所沢）＝元狭山（現狭山ヶ

丘）＝豊岡町（現入間市）＝仏子＝飯能の 12 駅でした。蒸気機関車 5 両、客車 14 両、貨車 61

両で、一日平均走行距離 666 ㎞、輸送人員 1200 人、貨物輸送 102 トン、運輸収入 255 円、社員

185 名であったといいます。蒸気機関車はドイツのヘンシェル（HENSCHEL）製で、1067 ミリ軌道

の 23 トン型 3台、21 トン型 2台でした。 
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ヘンシェル（HENSCHEL）蒸気機関車 

池袋―飯能駅間開業 80 周年記念レオカードケース 西武鉄道、表：Ｅ１形蒸気機

関車カタログ、裏：Ｅ１形蒸気機関車武蔵野 2号ネームプレート 

 

 
雑誌『武蔵野』より 

 


